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四
箇
領
八
十
八
ヶ
所
と
は
、
西
新
井
総

持
寺
（
西
新
井
大
師
）
と
宝
光
寺
（
八

潮
市
大
瀬
）
等
に
よ
り
、
天
保
十
二
年

（
一
八
四
一
）
正
月
に
開
創
さ
れ
た
、
中

川
両
岸
沿
い
の
写
し
霊
場
の
呼
称
で
、
四

国
に
な
ぞ
ら
え
て
淵
江
領
・
八
条
領
・
二

郷
半
領
・
葛
西
領
の
四
ヶ
領
に
八
十
八
ヶ

所
の
札
所
を
定
め
て
付
け
ら
れ
ま
し
た
。

　
「
西
新
井
組
中
川
通
」
と
云
う
別
称
の

示
す
と
お
り
、
西
新
井
大
師
を
一
番
と
し
、

四
国
周
囲
の
海
に
見
立
て
た
中
川
を
、
四

国
に
同
じ
く
左
手
に
見
て
、
札
番
順
に
各

札
所
を
巡
れ
る
様
に
計
画
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
霊
場
は
、
明
治
三
十
五
年
に
東
養

寺
（
越
谷
市
東
町
）
や
東
漸
院
（
草
加
市

柿
木
町
）
等
の
寺
院
や
、
浅
草
の
講
社
の

東あ
づ
ま
こ
う講
が
整
備
し
、
再
興
し
ま
し
た
。
こ
の

年
に
『
新
四
国
四
箇
領
八
十
八
ヶ
所
・
弘

法
大
師
道
順
記
』
と
い
う
小
冊
子
が
刊
行

さ
れ
て
い
ま
す
。
東
講
の
名
前
の
入
っ
た

千
社
額
や
標
札
等
が
、
今
で
も
残
っ
て
い
る

札
所
も
あ
り
ま
す
。
東
講
は
、
葛
飾
区
東

金
町
の
金
蓮
院
の
境
内
に
、「
二
十
一
ヶ
所
」

と
い
う
線
刻
画
を
刻
ん
だ
二
十
一
基
の
石
碑

を
残
し
て
い
ま
す
。

　
「
四
箇
領
二
十
一
ヶ
所
」
の
呼
称
は
、

普
門
院
（
八
潮
市
二
丁
目
）
の
大
師
堂
の

柱
に
打
ち
付
け
ら
れ
た
標
札
以
外
に
は
見

当
た
り
ま
せ
ん
。
二
十
一
ヶ
所
霊
場
は
そ

の
手
軽
さ
か
ら
か
、
記
録
が
少
な
い
の
が

特
徴
で
す
。

　

四
箇
領
八
十
八
ヶ
所
霊
場
は
、
全
て
真

言
宗
寺
院
で
構
成
さ
れ
て
い
る
の
で
、
札

所
本
堂
内
の
本
尊
の
左
手
側
に
弘
法
大
師

木
像
が
祀
ら
れ
て
お
り
、
大
師
堂
の
必
要

が
あ
り
ま
せ
ん
。
時
代
が
下
が
る
に
つ
れ

て
い
ろ
い
ろ
な
組
み
合
わ
せ
で
霊
場
が
造大師堂完成記念写真　長傳寺（東水元）

　
足
立
の
仏
像
展
（
平
成
二
十
四
年
度
）

で
ご
紹
介
の
瓦
大
師
（
瓦
製
造
法
の
大
師

像
）
の
広
が
り
を
探
っ
た
研
究
が
寄
せ
ら

れ
ま
し
た
。
既
知
の
四
箇
領
八
十
八
箇
所

か
ら
派
生
し
二
十
一
箇
所
霊
場
が
成
立
し

た
こ
と
、
そ
こ
に
特
徴
的
に
像
が
あ
る
こ

と
の
報
告
で
す
。�

（
編
）
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ら
れ
、
他
の
宗
派
や
個
人
宅
等
も
札
所
に

加
わ
る
場
合
も
あ
り
、
各
札
所
に
あ
る
大

師
堂
は
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
、
他
の
霊
場
の

大
師
堂
に
な
り
ま
す
。

　

四
箇
領
二
十
一
ヶ
所
霊
場
に
は
、
各
札

所
に
大
師
堂
が
あ
っ
た
よ
う
で
す
。

　

長
傳
寺
（
葛
飾
区
東
水
元
）
と
い
う
真

言
宗
寺
院
で
、
大
師
堂
完
成
の
記
念
写
真

を
写
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
寄
棟
造

り
の
立
派
な
お
堂
で
す
が
、
現
存
し
て
は

お
り
ま
せ
ん
。

　

四
箇
領
二
十
一
ヶ
所
霊
場
の
一
番
の
特

徴
は
、
他
に
類
を
見
な
い
大
師
像
で
す
。

中
川
両
岸
に
は
、
良
質
な
粘
土
が
取
れ
、

煉
瓦
や
瓦
、
植
木
鉢
等
が
生
産
さ
れ
て
い

た
そ
う
で
す
。
子
供
の
頃
親
戚
の
家
が
鉢

木
鉢
を
つ
く
っ
て
い
て
、
庭
に
大
き
な
窯

が
有
り
、
植
木
鉢
が
所
狭
し
と
積
み
上
げ

ら
れ
て
い
た
の
を
覚
え
て
い
ま
す
。

　

常
善
院
（
足
立
区
大
谷
田
）
に
伺
っ
た

折
に
、
御
住
職
か
ら
こ
の
真
っ
黒
な
大
師

像
が
「
瓦
大
師
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
事
と
、

同
じ
よ
う
な
大
師
像
が
あ
る
の
は
、
瓦
屋

さ
ん
の
習
作
だ
と
教
わ
り
ま
し
た
。

　

西
福
寺
（
三
郷
市
戸
ヶ
崎
）
に
も
瓦
屋

さ
ん
の
習
作
と
言
わ
れ
る
大
師
像
が
あ
り

ま
す
。
西
善
院
（
同
市
花
和
田
）
の
御
住

職
か
ら
も
、
大
師
像
は
鬼
瓦
を
造
る
様
に

し
て
造
ら
れ
て
い
る
事
を
教
わ
り
ま
し
た
。

　

調
査
当
初
、
大
師
像
（
瓦
大
師
）
が

残
っ
て
い
る
の
は
全
て
四
箇
領

八
十
八
ヶ
所
の
真
言
宗
の
札
所
寺

院
と
重
な
っ
て
い
た
の
で
、
長
い

あ
い
だ
大
師
堂
の
存
在
が
説
明
出

来
な
い
状
況
で
し
た
が
、
昨
年
の

二
月
に
南
蔵
院
（
葛
飾
区
東
水
元
）

の
万
霊
塔
内
に
、
六
番
の
台
座
と

大
師
像
を
発
見
し
て
や
っ
と
そ
の

訳
が
解
り
ま
し
た
。

　

南
蔵
院
は
天
台
宗
で
、
昭
和
初

期
ま
で
こ
の
地
に
あ
っ
た
聖
徳
寺

も
ま
た
天
台
宗
で
し
た
か
ら
大
師

堂
を
建
て
る
必
要
が
あ
っ
た
の
で

す
。
こ
の
霊
場
の
開
創
は
、
明
治

三
十
年
以
降
で
関
東
大
震
災
以
前

（
一
八
九
七
～
一
九
二
三
年
）
と
推

定
出
来
る
の
で
（
註
）、
札
所
は
現
・

南
蔵
院
の
場
所
に
在
り
、
廃
寺
と

な
っ
た
聖
徳
寺
と
な
り
ま
す
。
長
い
間
、

「
四
箇
領
八
十
八
ヶ
所
」
の
残
り
の
札
所

は
真
言
宗
寺
院
と
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、

他
の
宗
派
の
寺
院
に
も
可
能
性
が
あ
る
事

に
な
り
ま
し
た
。

　

昨
年
ま
で
に
十
五
体
の
大
師
像
を
発
見

し
ま
し
た
が
、
そ
の
う
ち
の
何
体
か
に
は

地
震
で
被
災
し
た
と
思
わ
れ
る
損
傷
が
み

ら
れ
ま
す
。
今
年
の
二
月
に
は
、
西
光
院

（
足
立
区
中
川
）
に
も
同
じ
仕
様
の
大
師

像
が
あ
る
の
を
知
り
ま
し
た
。
ま
た
、
つ

く
ば
市
の
向
山
寺
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
紹

介
さ
れ
て
い
る
「
硯
大
師
」
が
こ
の
霊
場

の
第
五
番
の
「
瓦
大
師
」
で
あ
る
こ
と

も
、
葛
飾
区
郷
土
と
天
文
の
博
物
館
学
芸

員
、
堀
氏
の
御
協
力
に
よ
り
判
明
致
し
ま

し
た
。（
三
郷
市
か
ら
つ
く
ば
市
へ
の
寺

院
移
転
に
よ
り
遷
座
）

　

新
た
に
二
体
発
見
し
た
こ
と
に
よ
り
、

二
十
一
体
中
、
札
番
不
明
（
表
参
照
）
の

三
体
を
含
む
十
七
体
が
発
見
さ
れ
て
い
ま

す
。
関
東
大
震
災
で
罹
災
し
消
滅
し
た
大

師
像
も
あ
る
か
と
は
思
い
ま
す
が
、
残
る

四
体
の
大
師
像
を
確
認
で
き
る
日
が
来
る

事
を
願
っ
て
止
み
ま
せ
ん
。

　

現
在
確
認
で
き
て
い
る
瓦
大
師
に
つ
い

て
は
、
次
号
で
ご
紹
介
致
し
ま
す
。

（
註
）
普
門
院
（
八
潮
市
二
丁
目
）
の
大

師
堂
に
は
明
治
三
〇
年
の
記
年
の
額
が
奉

納
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
こ
ろ
に
は
す
で
に

「
四
箇
領
二
十
一
ヶ
所
霊
場
」
が
成
立
し

て
い
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。�

―
つ
づ
く
―

�
（
葛
飾
区
在
住
）

　

前
号
で
、
千
住
の
酒
合
戦
後
に
つ
く
ら

れ
た
闘
飲
図
巻
に
、
流
布
本
と
別
本
の
二

系
統
が
あ
る
こ
と
を
述
べ
た
。
別
本
の
成

立
時
期
は
文
化
十
四
年
（
一
八
一
七
）
と

し
た
が
、
契
機
と
な
っ
た
の
は
同
年
五
月

二
十
五
日
に
千
住
仲
町
の
源
長
寺
で
開
催

さ
れ
た
書
画
会
と
考
え
ら
れ
る
。

　

足
立
史
談
78
号
に
瀧
善
成
氏
が
紹
介
さ

れ
た「
千
住
鯉
隠
居
太
平
餘
楽
酒
戦
の
図
」

は
、
一
九
八
七
年
の
足
立
区
立
郷
土
博
物

館
「
千
住
の
酒
合
戦
と
江
戸
の
文
人
展
」

に
も
出
展
さ
れ
た
も
の
で
、
文
化
十
二
年

の
酒
戦
図
に
新
書
画
展
覧
会
引
札
（
宣
伝

ち
ら
し
）
と
当
日
酒
量
勝
負
附
を
貼
合
せ

て
一
軸
と
し
た
も
の
で
あ
る
。

　

こ
の
引
札
と
酒
量
勝
負
附
に
は
開
催
年

の
記
載
は
な
い
が
、
郷
土
博
物
館
蔵
の
古

記
録
『
旧
考
録
』
の
「
山
崎
鯉
隠
、
高

陽
闘
飲
再
会
」
に
は
文
化
十
四
年
五
月

二
十
五
日
と
明
記
さ
れ
る
。
引
札
は
「
千

寿
酒
戦
録
并
高
陽
闘
飲
図
譜
」
の
展
覧
を

告
知
す
る
が
、
展
覧
だ
け
で
な
く
販
売
も

企
画
さ
れ
、
新
た
な
図
巻
が
つ
く
ら
れ
た

も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　

新
潟
市
東
区
に
あ
る
展
示
施
設
・
巻
菱

湖
記
念
時
代
館
所
蔵
の
図
巻
は
別
本
で
あ

る
。
残
念
な
こ
と
に
鵬
斎
の
高
陽
闘
飲
序

か
ら
前
が
切
取
ら
れ
て
い
る
。
鵬
斎
の
書

千
住
の
酒
合
戦
と
闘
飲
図
巻（
二
）

佐
　
藤
　
秀
　
樹
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や
文
晁
の
書
に
人
気
が
あ
る
こ
と
か
ら
切

取
ら
れ
た
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
図
巻
は
、

画
風
は
異
な
る
が
極
め
て
丁
寧
に
描
か
れ

て
い
る
う
え
、
巻
末
に
「
文
政
二
年
己
卯

六
月
、
武
州
千
住
掃
部
宿
住
人
、
鯉
隠
居

士
所
持
」と
い
う
識
語
が
記
さ
れ
て
い
る
。

販
売
目
的
の
別
本
と
思
わ
れ
る
。

　

同
じ
別
本
で
も
、
郷
土
博
物
館
本
図
巻

に
の
み
記
さ
れ
る
「
出
す
そ
の
盃
は
」
の

記
載
は
何
を
示
し
て
い
る
の
か
。
大
田
南

畝
に
よ
り
草
稿
か
ら
別
本
原
稿
が
つ
く
ら

れ
、
そ
れ
を
代
筆
者
が
清
書
し
て
図
巻
が

つ
く
ら
れ
た
。
南
畝
本
人
が
郷
土
博
物
館

本
図
巻
を
清
書
す
る
際
に
別
本
原
稿
の
脱

漏
に
気
づ
き
補
記
し
た
も
の
と
考
え
る
。

　

別
本
原
稿
の
存
在
は
、
永
井
荷
風
の
遺

し
た
記
録
か
ら
う
か
が
え
る
。
荷
風
の
自

筆
稿
本
『
荷
風
文
稾
』
天
理
図
書
館
蔵

に
「
蜀
山
人
文
稾
の
後
に
書
す
」
と
題
す

る
識
語
が
記
さ
れ
て
い
る
。
荷
風
が
親
交

の
あ
っ
た
二
世
市
川
左
団
次
か
ら
南
畝
自

筆
の
「
後
水
鳥
記
」
稿
本
一
巻
を
見
せ
ら

れ
、
請
わ
れ
て
巻
尾
に
識
語
を
記
し
た
と

い
う
こ
と
で
あ
る
。
一
部
を
抜
粋
す
る
と

「
千
住
の
酒
家
中
屋
六
左
衛
門
が
隠
宅
に

て
催
さ
れ
た
り
し
酒
合
戦
の
こ
と
を
記
し

た
る
草
稾
な
り
、
此
の
日
の
記
文
は
山
人

が
随
筆
一
話
一
言
増
補
（
中
略
）
の
中
に

も
収
め
載
せ
ら
れ
た
れ
ば
、
か
れ
と
こ
れ

を
照
合
す
に
文
辞
に
異
同
あ
り
て
推
敲
の

跡
お
の
づ
か
ら
明
な
り
」
と
あ
り
昭
和
三

年
（
一
九
二
八
）
と
記
さ
れ
る
。

　

正
し
く
は
中
屋
六
右
衛
門
で
あ
る
の

が
「
中
屋
六
左
衛
門
」
と
記
さ
れ
る
こ
と

や
「
一
話
一
言
増
補
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、

荷
風
は
、
明
治
四
十
一
年
刊
『
新
百
家
書

林　

蜀
山
人
集
』
あ
る
い
は
昭
和
三
年
四

月
刊
『
日
本
随
筆
大
成
』（
旧
版
）
所
収

の
「
一
話
一
言
」
の
「
後
水
鳥
記
」
と
「
蜀

山
人
文
稾
」
を
見
比
べ
て
い
る
。
荷
風
は

大
正
十
四
年
（
一
九
二
五
）
に
南
畝
の
草

稿
『
七
々
集
』
を
借
覧
し
、
写
し
て
い
る

が
、「
後
水
鳥
記
」
が
取
り
外
さ
れ
た
後

の
現
存
の
も
の
と
同
じ
で
あ
る
。『
七
々

集
』
に
あ
っ
た
草
稿
は
見
て
い
な
い
。

　

荷
風
の
見
た
別
本
原
稿
に
似
た

も
の
が
『
書
画
骨
董
雑
誌
』
第

二
五
六
号
の
「
本
社
現
在
書
画
目

録
」
の
な
か
に
「
後
水
鳥
記
」
と

し
て
翻
刻
と
写
真
（
上
）
が
掲
載

さ
れ
て
い
る
。
写
真
は
「
蜀
山
人

自
筆
後
水
鳥
記
」、「
堅
六
寸
巾
四

尺
三
寸
」
と
あ
り
一
部
を
折
り
重

ね
て
全
体
が
示
さ
れ
る
。
こ
の
号

は
昭
和
四
年
十
月
発
行
な
の
で
昭

和
三
年
に
荷
風
が
見
た
も
の
で

は
な
い
。
蜀
山
人
自
筆
と
あ
る

が
、
巻
末
の
居
号
「
緇
林
楼
」
に

違
和
感
が
あ
る
う
え
、
文
字
が
左

に
寄
っ
て
い
く
南
畝
の
書
癖
も
な

い
。
門
前
の
聯
「
不
許
悪
客　

下

戸
・
理
窟　

入
庵
門　

南
山
道
人

書
」
が
他
よ
り
大
き
な
文
字
で
目

を
引
き
、
翻
刻
も
大
き
な
文
字
で

記
さ
れ
る
。盃
の
名
称
の
前
に「
出

す
そ
の
盃
は
」
の
記
載
が
あ
る
と

こ
ろ
か
ら
、
郷
土
博
物
館
本
図
巻

あ
る
い
は
荷
風
の
見
た
別
本
原
稿

か
ら
転
写
さ
れ
た
も
の
と
考
え
る

の
が
妥
当
で
あ
る
。

�

（
元
郷
土
博
物
館
職
員
）

文
渕
の
日
記
か
ら
（
三
）

医
師
と
の
交
流

�

郷
土
博
物
館

　
文
渕
は
、
多
く
の
絵
師
と
交
流
の
あ
っ

た
こ
と
は
日
記
か
ら
う
か
が
え
ま
す
が
、

絵
師
と
は
別
に
、
懇
意
に
し
て
い
た
こ
と

が
う
か
が
え
る
人
物
が
い
ま
す
。

　
そ
の
人
物
は
五
十
嵐
其
徳
。
文
渕
の

日
記
『
菜
菴
雑
記
　
巻
三
』、
嘉
永
五
年

十
二
月
三
〇
日
が
初
出
で
す
。

　
嘉
永
二
～
四
年
六
月
ま
で
を
記
し
た

『
菜
菴
雑
記
　
巻
一
』
に
は
登
場
し
な
い

の
で
、
嘉
永
五
（
一
八
五
二
）
年
以
降
の

親
し
い
付
き
合
い
か
と
思
わ
れ
ま
す
。
嘉

永
五
年
か
ら
七
年
（
安
政
元
年
）
ま
で
を

記
し
た
『
菜
菴
雑
記
　
巻
三
』
に
は
、
頻

繁
に
登
場
し
、
続
い
て
安
政
三
年
三
月
ま

で
記
さ
れ
た
『
菜
菴
日
記
（
一
）』
で
、

二
月
に
其
徳
の
娘
が
来
た
こ
と
の
記
述
が

最
後
に
な
り
ま
す
。
文
渕
は
、
安
政
三
年

の
九
月
一
二
日
に
亡
く
な
り
ま
す
。『
菜

菴
日
記
（
二
）』
で
、
八
月
二
五
日
ま
で

日
記
を
書
い
て
い
ま
す
が
、
五
ヶ
月
間
全

く
登
場
し
な
く
な
り
ま
す
。

　
天
保
三
年
か
ら
十
年
ま
で
あ
る
『
注
文

簿
』
の
方
で
は
天
保
七
（
一
八
三
六
）
年

に
名
前
が
あ
る
の
で
、
そ
の
こ
ろ
か
ら
付

き
合
い
は
あ
っ
た
の
で
し
ょ
う
が
、
日
記

に
残
さ
れ
た
足
掛
け
五
年
ほ
ど
の
記
載
の

な
か
、
と
く
に
嘉
永
七
年
は
頻
繁
で
す
。
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「
菜
菴
雑
記　

巻
三
」

【
一
】
嘉
永
六
（
一
八
五
三
）
年
五
月

　

同
十
四
日　

天
気

　

一
、
自
分
栗
原
村
植
付
帳
面
持
参

　

一
、�

同
日
昼
後
五
十
嵐
其
徳
来
成
田

山
額
持
参
并
悴
金
次
郎
入
門

【
一
】
は
、
其
徳
が
文
渕
に
描
い
て
も
ら

う
べ
く
成
田
山
に
奉
納
す
る
額
を
持
参

し
、
ま
た
、
息
子
の
金
次
郎
を
弟
子
入
り

さ
せ
た
記
述
で
す
。「
菜
菴
雑
記　

巻
二
」

の
巻
末
に
ま
と
め
ら
れ
た
「
嘉
永
六
癸
丑

年
春
正
月
ヨ
リ
書
画
出
来
之
記
」
に
は
、

六
月
に「
画
手
本　

一　

五
十
嵐
金
次
郎
」

と
の
記
載
が
あ
り
、
金
次
郎
が
入
門
し
た

た
め
に
画
本
を
描
い
て
渡
し
た
こ
と
が
う

か
が
え
ま
す
。

　
「
菜
菴
日
記　
（
一
）」

【
二
】
安
政
二
（
一
八
五
五
）
年
二
月

廿
五
日　

風

　

一
、
五
十
嵐
其
徳
悴
金
次
郎
参

　
　
　
　
　

一
、
か
し
包

　
　
　
　
　

一
、
も
な
か
折
一

　
　
　
　
　

一
、
を
ば
こ
壱
ツ

　
　
　

右
持
参

　

一
、
同
奉
額
連
中
昨
日
成
田
山
よ
り

　
　
　

帰
額
相
納
候
ニ
付
四
人
世
話
人

　
　
　

礼
ニ
来
ル

　
　
　

金
五
百
疋
持
参

　

ち
な
み
に
、
の
ち
に
【
二
】
の
記
述
が

み
ら
れ
、【
一
】
の
と
き
の
額
の
こ
と
を

指
す
の
で
は
と
思
わ
れ
ま
す
。 

　

文
渕
は
、
小
塚
原
（
現
、
荒
川
区
）
に

住
む
其
徳
の
も
と
に
し
ば
し
ば
立
ち
寄

り
、
ま
た
、
節
供
な
ど
季
節
に
応
じ
て
、

都
心
に
住
む
親
戚
た
ち
と
同
等
に
、
花
や

野
菜
を
届
け
さ
せ
て
い
ま
す
。
五
十
嵐
親

子
は
、
年
頭
や
盆
の
挨
拶
に
来
る
な
ど
、

師
匠
に
対
す
る
礼
の
様
子
も
う
か
が
え
、

そ
の
ま
ま
食
事
や
酒
を
出
さ
れ
て
夕
刻
ま

で
滞
在
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

弟
子
と
な
っ
た
金
次
郎
の
た
め
か
、
手

本
画
を
描
い
た
り
、貸
し
た
り
す
る
ほ
か
、

文
渕
が
江
戸
へ
出
る
際
の
つ
い
で
に
立
ち

寄
る
と
き
に
は
、
ネ
ギ
や
蓮
な
ど
を
土
産

に
し
て
い
ま
す
。

　
「
菜
菴
日
記　
（
三
）」

【
三
】
嘉
永
七
年
六
月

　

同
三
日　

薄
曇
天
気

　

一
、
兼
て
約
束
故
自
分
小
塚
原

　
　
　

五
十
嵐
其
徳
方
へ
○マ

マ

牛
頭
天
王

　
　
　

祭
礼
ニ
行
酒
赤
飯
出
ル
夕
刻

　
　
　

帰
宅
薄
茶
出
ル

　
　
　
　

た
ま
ご
十
五
ミ
や
け
持
参

　

と
く
に
、【
三
】
は
、
六
月
三
日
の
天

王
祭
（
素
盞
雄
神
社
（
荒
川
区
南
千
住
）

の
祭
礼
）
の
見
物
に
招
待
さ
れ
出
か
け
た

記
述
で
す
。
小
塚
原
に
住
む
其
徳
ら
し
い

招
待
で
す
。

　

さ
て
こ
の
五
十
嵐
其
徳
と
は
、
ど
の
よ

う
な
人
物
な
の
で
し
ょ
う
か
？　

早
稲
田

大
学
の
古
典
籍
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
当
た
り

ま
し
た
。
こ
こ
に
小
関
三
栄
か
ら
五
十
嵐

其
徳
に
、「
千
住
小
塚
原
ニ
而
五
十
嵐
其

徳
様
小
関
三
栄
」
と
宛
て
た
手
紙
が
掲
載

さ
れ
て
い
ま
し
た
。
小
関
三
栄
は
、
蘭
方

医
で
、
幕
府
の
天
文
方
阿
蘭
陀
書
籍
和
解

御
用
を
務
め
渡
辺
崋
山
・
高
野
長
英
と
親

交
を
持
っ
た
人
物
で
す
。蛮
社
の
獄
の
際
、

崋
山
・
長
英
の
入
牢
を
聞
い
て
自
害
し
ま

し
た
。

　

手
紙
は
、
高
野
瑞
皐
（
長
英
）
が
記
し

た
「
醫
原
枢
要
」
を
絶
賛
推
薦
す
る
内
容

で
す
。

　

こ
の
手
紙
は
明
治
四
一
年
に
『
言
海
』

を
ま
と
め
た
国
語
学
者
大
槻
文
彦
が
巻
子

装
し
て
い
ま
す
が
、
こ
の
と
き
に
記
さ
れ

た
人
物
を
紹
介
す
る
註
に
、「
五
十
嵐
其

徳　

文
政
七
年
□
戸
塚
亮
斎
学
医
長
崎
元

治
元
年
正
月
二
日
没
」
と
記
さ
れ
て
い
ま

す
。
こ
こ
か
ら
、
詳
細
は
不
明
な
が
ら

五
十
嵐
其
徳
は
医
師
で
あ
る
と
い
う
こ
と

が
わ
か
り
ま
す
。

　

息
子
の
金
次
郎
は
文
渕
の
絵
の
弟
子
で

す
が
、
其
徳
と
文
渕
は
息
子
の
師
匠
と
し

て
の
付
き
合
い
以
外
に
は
、日
記
か
ら
は
、

文
渕
が
絵
の
注
文
を
受
け
た
こ
と
、
嘉
永

六
年
十
一
月
に
、
文
渕
が
、「
乾
山
香
炉

并
盆
共
持
参
主
人
留
主
主マ

マ

故
預
ヶ
置
」と
、

所
蔵
す
る
工
芸
品
を
貸
し
た
こ
と
（
ち
な

み
に
、
安
政
二
年
十
一
月
二
七
日
に
、
使

用
人
に
ネ
ギ
を
一
把
持
た
せ
て
香
炉
盆
共

取
に
い
か
せ
た
と
こ
ろ
、「
盆
斗
り
参
香

炉
ハ
近
日
可
遣
趣
」
と
香
炉
の
返
却
記
述

の
な
い
ま
ま
日
記
は
終
わ
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。）　

な
ど
の
記
述
が
あ
り
ま
す
。

　

小
関
三
栄
の
手
紙
か
ら
は
、
五
十
嵐
其

徳
が
医
師
と
し
て
相
当
の
知
識
と
教
養
が

あ
る
こ
と
が
う
か
が
え
ま
す
。
其
徳
は
、

絵
師
と
し
て
の
文
渕
の
技
量
を
認
め
、
ま

た
文
渕
は
、
先
進
的
な
知
識
に
つ
い
て
情

報
を
得
る
相
手
と
し
て
其
徳
を
認
め
て
い

た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
こ
の
よ

う
な
人
物
と
話
が
で
き
る
文
渕
の
教
養
も

か
な
り
の
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
り

ま
す
。
絵
師
と
医
師
と
の
交
流
は
興
味
深

い
限
り
で
す
。

夏
休
み
は
親
子
で
郷
土
博
物
館
へ
！

は
た
ら
く
消
防
の
写
生
展

　
会
期
：
８
月
２
日（
火
）～
28
日（
日
）

　
東
京
消
防
庁
主
催
の
「
は
た
ら
く
消
防
の

写
生
会
」
に
寄
せ
ら
れ
た
作
品
の
内
、
区
内

八
つ
の
小
学
校
の
生
徒
た
ち
に
よ
る
作
品
、

百
二
十
八
点
を
郷
土
博
物
館
で
展
示
し
ま

す
。
各
小
学
校
を
訪
問
し
た
本
物
の
消
防
車

や
消
防
署
員
を
目
の
前
に
、
子
供
た
ち
の
自

由
な
視
点
と
感
性
で
描
か
れ
た
秀
作
の
数
々

を
、
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
♪

〈 

展
示
作
品
の
小
学
校 

〉

　�

東
加
平
小
学
校
／
東
綾
瀬
小
学
校
／
北
三

谷
小
学
校
、
東
渕
江
小
学
校
／
長
門
小
学

校
／
花
畑
小
学
校
／
花
保
小
学
校
／
中
川

小
学
校


